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●視線・脳波を測定し、注意・興味の部分を、より視覚化することが可能です。
●意識・無意識の両面からの診断は、より効果的な教材開発に活かせます。
●学習による技能習得効果を、25μm精度、300fps動画で明らかにできます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

アンケート調査やインタビュー調査を行う際、偽りの回答を収集している可能性があります。回答の裏にあ
る深層心理を探り、真の意味での本音に迫ることも大切です。研修の場でも、学習の効果を明らかにするこ
とは、課題を明確にすることであると考えます。見たもの・触れたもの（学習教材）が、視線や脳波、運動技能
に与える影響を測定することによって、本人自身も知らない心の動きを予測し、因果関係の分析、予兆の発
見、未来予測を可能にします。

【研究シーズの概要】

●人材育成のための研修・教育プログラム設計の支援
●人材育成のためのラーニング教材の効果測定
●人材育成のためのラーニング教材の開発

【産業界での展開・用途】

研修・教育プログラムの開発・評価
【研究シーズテーマ】

KeywordKeyword ラーニング教材開発／ユーザビリティ調査／行動･無意識の視覚化ラーニング教材開発／ユーザビリティ調査／行動･無意識の視覚化

研究分野：情報学（情報学フロンティア）

◎技能習得効果の測定方法例 ◎学習教材が視線に与えた影響例

◎学習教材が　
　脳波に与えた
　影響例
　（単位％：優勢率）

◎学習教材が運
動技能に与えた
影響例

（300fpsの動画）
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